
人生の最終段階における医療に
ついて

〜「終末期医療」からの変遷〜



平成27年3月、厚労省はこれまでの「終末期医療」を

「人生の最終段階における医療」に改め、その普及啓

発リーフレットを作成し公表した。

これは、人生の最終段階における医療のあり方につ

いて、患者・医療従事者ともに広くコンセンサスが得

られる基本的な点について確認し、平成19年にガイド

ラインとして策定したものを「終末期医療」の言葉を

事実上撤回して再発表したものである。
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このガイドラインは２つの項目から構成され、「１.人

生の最終段階における医療及びケアの在り方」では、

患者が医療従事者から十分な情報と説明を受けた上で

話し合いを行い、患者本人による決定を基本として医

療を進めることが重要であることなどを規定。「２.人

生の最終段階における医療及びケアの方針の決定手

続」では、方針決定の際の話し合いのプロセスを示し

ており、患者の意志が確認できるか否か、できない場

合の判断の方法などを定めている。
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そして、その普及啓発の一環で、「人生の最終段階に

おける医療体制整備事業」が進められているが、事業

参加医療機関には、何故か高度急性期医療機関と在宅

医療関係者が大半を占めている。

しかし実際には、在宅患者の「ときどき入院」に際

し、その方に寄り添いながら医療・看護・リハビリ・

介護等を一体的に提供し、なおかつ入院患者の実に４

割以上の看取りを実践している我々慢性期医療機関こ

そ、「人生の最終段階の医療」の専門家としての責務

と役割は大きいものと考える。
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事実、日慢協が先に発表した終末期医療調査でも、予想以

上に充実した医療を提供していることが判明した。

そこで改めて慢性期医療を担う私たちが、「人生の最終段

階における医療」のエキスパートとして、高齢者自身に寄

り添い、一人一人のニーズにマッチした決定プロセスとし

ての多職種協働によるチームアプローチのもと、看取りも

含めた最終段階に相応しく過不足のない医療提供を目指し

たいと考える。それはまた、先に示すように高齢者の救急

医療の実態を含めた医療経済の観点に照らしても、そうあ

るべきではないだろうか。
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そこで、当慢性期医療協会では、「アドバンス・ケア・

プラニング」の理念に添って、ご本人の生命・生活・人

生に寄り添いながら、慢性期医療を中心とした必要十分

な「人生の最終段階における医療」を、全ての国民に対

して率先して広く提供していく事をここに宣言する。
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アドバンス・ケア・プランニング（Advance Care Planning）

ACP:Advance Care Planning (以下ACP)は、「将来の意思決定能力低

下に備えて、治療方針・療養についての気がかり や、自分が大切にして

きた価値観を、患者・家族と医療者が共有し、ケアを計画する包括的な

プロセス」と定義されている。 そのポイントは、１つに一人ひとりの

将来の目標を立てるために、自分の気がかりや価値観について、元気な

うちから家族 や医療者に伝えて相談するという点。２つめは、ACPは内

容を自分一人で決めて、書面に記しておくというのではなく、周囲の人

と話し合って決める「プロセス(手順)」のことを言う点。短時間の経過

や周囲の状況によって、決めた内容が変化する可能性も高いので、繰り

返して話し合うことや、内容を変更することを認めている点も特徴であ

る。
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日慢協会員病院における

ターミナル治療アンケート
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13平成28年7月14日第96回社会保障審議会医療保険部会 資料より
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１０年間の救急搬送人員の変化（年齢・重症度別）

全体 小児 成人 高齢者

重症 ２．２万人 １８．３万人 ２７．５万人

中等症 ８．７万人 ５７．２万人 ４７．６万人

軽症 ２８．４万人 １０３．６万人 ３０．８万人

全体
小児

（１８歳未満）
成人

（１８歳～６４歳）
高齢者

（６５歳以上）

重症
１．６万人
０．６万人減
－２７％

１５．５万人
２．８万人減
－１５％

３７．２万人
９．７万人増
＋３５％

中等症
１０．２万人
１．７万人増
＋１９％

６５．２万人
８．０万人増
＋１４％

１０４．４万人
５６．８万人増
＋１１９％

軽症
３７．８万人
９．４万人増
＋３３％

１３８．１万人
３４．５万人増
＋３３％

７８．８万人
４８．０万人
＋１５６％
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成人 高齢者

「救急・救助の現況」（総務省消防庁）のデータを基に分析したもの

（万人）
（万人） （万人）

平成20年10月11日「医療保険行政の現状と展望」厚生労働省保険局 医療課長 佐藤敏信氏の資料より引用

22
15



16


